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Volcanic Rocks in the ~1uroran District， Hokkaido 
Fumio Sato 
J 
Abstract 
It is the investigator's attempt to study foIlowing items during his petrological， chetnical 
inquiries into the vol巴anicrocks in Muroran Distr匂t(a part of the peninsula). 
1. General. Geology. 
2. 0巴cur1'e.n巴eand cIassification of these 1'0巴ks.
3. quantitative stuclies. 
By pursuing th巴se.studies， the investigato1' obtained such results as foIlow: 
1. This provin巴ecan be divided into two fo1'mation日
A. Lower fo1'mation gener・aIlyconsists of Green Tuff， Liparitic Tuff， intercalated Tuface-
ous Sand Stone and Shale. Its formation can be subdivided into zones on the basis of 
1'ock p1'ope1'ties and its sedimentations. 
a. Bokoi G1'een Tuff， sand stone bed. '¥ 
b. Wanishi Lipa1'iti巴Tuffb巴d.
c. Harika1'amoi Lipa1'itic宝uffbed. 
B. Uppe1' fo1'mation巴on日istsof Ag立Iomerateinte1'calated Tufa巴e.ousSand Stone and Shale. 
C. The Geological Age of Iowe1' fo1'mation is considered to be Miocen巴 pel'iod(in co1'-
l'elated with Kunnui Se1'ies in S-W p1'ovin巴eof Hokkaido) and Uppe1' fo1'mation is 
considered to be Plio巴巴nepel'iod (in cor1'elated with Ku1'omatsunai Sel'ie日 in S-W 
p1'ovin巴巴 ofHokkaido). 
2. These formations have been int1'uded by va1'ious kinds of volcani巴 dykesas follows : 
a， Liparite. 
b， Qual'tz Andesite 。Quartzb巴aringAugite andesite. 
d， Tow Pyroxene And巴site.
e， Augite Andesite. 
f， PropY1'it巴.
g， Basalt， Ba呂alti巴Andesite.
3. 'l'he chemical composition of Volcanic rocks were determined with the analyti巴al'results 
and it was shown as foIlows : 
a， Si02 contains from 52.72% to 71.60%. 
b， CaO contains more than results of Dalys analysis. 
巴， K20巴ont司in日lessthan results of Dalys analysis. 
d， The ro巴j，swhich con知insabout 60% of Si02 are most widely distributed in this district 
such as: 
Two Pyroxene Ande日ite.
Au昆iteAndesite. 
Propyrite. 
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。Thecomposition 01' Plagioclase ha日fairlybasic position with the influence of CaO.1 
4. The results of studies in variation Dia只ramof Vol巴anicrocks show that the content of 
each element has the following relations : 
a. The'in巴reaseand decrease relation between the amount of Na20十K.Oand Si02 was 
shown relative. " 
b. The increase and decrease relation.between the amount of A.I03 or CaO， OrFe203 and 
Si02 was snown re:ver畠e.
c.τhe in巴reaseand de巴reaserelation between the amount of CaO and Fe203 was shown 
paralle[ 
d. Cali-alkali index showed from 6.55ω60.0; its value proved to be high in Japanese-
PeもrologicalProvince. 
1. 序 ・言
宗蘭可j附近の地質!訪l幅は:;tとだ刊行されていない。筆者は昨年度牛島部の地質調査に着手
して，その野外調子Eもー先や絡了した。更に本年度は，奥地鷲別岳を中心与した山岳地帯の
野外踏夜を貰施すると共に，その傍ら牛島部の調査資料について，研究，整理をじた。特に
地質部内については，奥地の山岳地帯との関連性があるので，更に今後の調査研究の結果に F
まって，全貌も詳らかにされるととになろうが，さしあたり，木地域に露出されている火山
岩について，極めてその蹴況であるが，整理されたので、報告する。階11:の不充分の貼，米詳
鮎，又岩石i金鏡賞験も種々の事官のため，結果を求めるととの出来なかった鹿，分析fl値i直在も杢
分祈が大斗主絡了I出官来2危主かつたf4噌古‘5あt
侠つとととして，今日迄に絡了じた部分のみを取り纏めて，報告するととにした。
本稿を:草するに営り，ー御懇篤なる御教示を賜った原町教授に深謝の意を表する。又調査
にあたり，協力を仰いだ津田理事士，並びに野外に，宜験室に沿いて，研究に援助された本
製教官香川義郎氏に封じて感謝したい。
I. 地質概況
本地域は腎曲する牛島で，外側即ち太平洋に面する海岸は，地勢急:1唆で、断唐性海蝕墜を
呈する海岸で，内側即ち室蘭港(噴火漕)に向って屋根形に柏綾傾斜を一般に呈する。又外
側は海蝕に抵抗を有する火山岩の』種々の規模をイJずる岩脹が護建するために，組めて出入
に富んだ地形を呈して，自然の美観を添えている。
本地域は大観するに，殆ど全く火山性体屑物の累積よりなって，その主2な主るものは総色
j乃う歪青色を呈する所
諜友岩，同時に場所によっては，集塊質jう至角機質の凝茨岩~'C移化されているととが少くな
い。又一方には通常心堆積物である砂岩，頁岩，泥岩も一部では可成りの厚い瓦厨危なして
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いる鹿があるが，いす=れも凝次質である。叉本地域には鹿々に茨白色，京黒色，赤褐色の風
化面を千Jずる集塊岩が費珪:し・て，土地の岩居中に扶在されている。
本地域の地屠は上越の各岩暦の性質及び、共の成暦耽態より，共の如く分類する苧とにし
た。
，.室開居群
本暦群に属すると見倣される;!:f;.積居は，本地域では蹟く分布する。牛島構成A上重要なる
位置を占めているのでるる。主として白色乃至茨白色の石英粗面岩買躍次岩，総色競次岩，
擬友質砂岩， ]'[岩よりなるが，然L堆積相により，場所ーによ9て著しくその成居ifk態を異に
している。著者は弐の三累居に分ち，之を室i五i居群と椴稿して去く。
a. 母滋線色援衣岩，砂岩居
本屠は牛島の中央部母綾地1廷に主として鼓濯する地居で，軟質，粗霧の擬友岩，擬友質
砂岩で淡線色を帯びる所が多い。本岩居は集塊ET又は角傑買援次岩に移遇されている鹿があ
る。チヤラチナイ海岸，俳坂， [1鋼疋門前，同.r~l頭，中潰，マスイチ潰附近では，所前線色凝
次岩が著しくあI~在されている。又風化商が赤褐色の集灰岩を交え， if]場所によっては淡友乃
至淡緑青色の擬炭質頁岩を扶在する。
b. 輪西石英粗面岩質擬友岩居
コド居はトツカリシヨ Jij甲~母滋騨線を堺とする午島の以北に成く殻建する岩居で，白色又
は茨白色白石英t13商岩民援決岩を主として，之に擬茨質砂岩，鐸炭質頁岩，友白色の集塊岩
を磐しく挟在する。然しトツカリシヨ岬附近では，石英粗rM岩，安山岩，讃友岩，頁岩の大
小岩礁を合み，角磯買に移化されて，その堆ftHlの著しい捷化を示している。ハリカラモイ
海岸の石英粗国岩質擬友岩とは;Hl前後して，整合的に堆積されたものと考えられる。
C. ハリカラモイ石見粗商岩質凝ty<.岩居
本屠はハリカラモイ海岸より !j三島の先端部に近い所ーまで、護注する岩居で，白色乃至友白
色の極めて厚い岩屠で，石英粗面岩，安山岩，凝友岩，頁岩苛;の大小の角離を含む制めて特
徴ある競Z民岩層である。上部には擬茨白砂岩，凝灰白頁岩，泥岩を技み，又稀に集塊岩が挟
在するととがある。又ハリカラモイ海岸では緑色凝友岩を挟在ずる。
以上本居群の概観であるが，とれらは本道西南部に蹟く護達する。新第三紀の司1縫続1)
に封比されるものであろう。
2. 小橋内噴出物居
1) 長尾巧， 1主再保持~: t也氏雑 40巻 4雪33虎(目白羽 p.754， 755. 
" " 4S0 . (，，) p. 561. 
" 41 4:55 (，，) p. 214. 
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本居は室蘭騨-/J、橋内海岸，チヤラナイ~オーツク海岸，電信潰，イタンキ!押守;に護建
する岩居で，主とじて友白色の集塊岩よりなっていて，之に擬次質砂岩，同頁岩，白色の泥 d
岩を挟在する鹿がある。室蘭騨~小橋内海岸では，角疎質に移過されている鹿が少くない。
小橋内噴出物唐と蝦稿して沿く。下部居との関係は電信潰の本居は不整合に相接するものの
ようである。知り得る限』りでは本腎は，本道西南部に庚く護建する，新第三紀の黒松内統1)
に封比されるものであろう。
ヘ
II. 種類と産朕
本地域に既く露l甘されている火山岩類は，前j主の地居を貫き，大小臆々の規模を有する
岩服で，その種類は Si02が 71%前後の酸性岩より， Si02が 52%前後の盟基性岩に及ぶ
弐の種類がある。
a. 石英組面岩
b. 石英安山岩
C. 合石英輝石安山岩
d. 複輝石安山岩
杷.輝石安山岩
f. 鑓朽安山岩
g. 玄武岩並び、に玄武岩質安山岩
之を顕微鏡下に1ないて，斑品鉱物の多少，石基の構造，化。事成分により更に幾うかの型
tζ分類を試みた。その詳細は別項にゆでがると?とにする。
ダくに ζれらの岩脈と堆積屠との関係は，凡そ三たの通りである。
1. 母j話線色擬友岩f，砂岩屠を貫いているもの
a. 石英*l:l両岩(マスfチ，ハリカラモイ海岸K露出するもの)
b. 石英安山岩(日鋼埠頭附近に露出するもの)
C. 合石英輝石安山岩(宗蘭パス舎世裏，ほ開局裏，母滋奥に露出するもの)
d. 重苦朽安山岩(チヤラチナイ，窓岩海岸に露出するもの)
e. 輝石安山岩(ポンモイ，オ山ーツク海岸，母掻奥に露出するもの)
f. 玄武岩質安山岩(測量山の骨格をなすもの)
2. 輸西石英祖国1岩質凝友岩居を貫いているもの
a. 複輝石安山岩(母:掠富士の骨格，輪:西騨西，奥輪西，ダイヤモンド 11jI，御前水右手
1) 長尾巧，佐々 保雄: :J:1[\'f!(維 40 老~ 485~虎(昭 9) p. 225. 
" 40 480 (，，) p. 571. 
" 41 485 (，，) p. 227. 
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の山に露出するもの)
b. 玄武岩(御前水の左手の山)
3. ハリカラモイ石英粗商岩質援友岩唐を貫いているもの
石英粗面岩(覗津l仰に露出するもの)
4. ノj、橋内噴出物居を貫いているもの
複輝石安山岩(イタンキ!仰に露出するもの)
以上各種類の火山岩の噴出時代については，本道西南部地方に必いて，就に多く報告1)さ
れているが，コド地域に沿いても，石英粗商岩を始め，その多くは室蘭屠群堆積後，小橋内噴出
物唐土佐積以前のものではなかろうか，更に今後の研究に侠って明らかにされるととであろう。
第 1圏室蘭市今島部地質略国
。
)."，， <("'r' 
議… ? ? ? ?? ? ????? ? …??? ? …????…
1) 長尾巧，佐々保被: 地質雑 41巻 4S8披(昭 9)p. 221. 
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IV. 肉眼的並に黒貫徹鏡的の性質
前述の如く本地域に露出する火山岩は庚き分布を有し，又共の積類も多いが，とれらに
。いてその概要左越べる。
，. 石英組商岩(覗津岬，ハリカラモイ並びにマスイチ海岸に岩脈をなすもの)
三地域に露出せる本岩は，殆ど同ーのものでるるが，著者は岩石の有する化撃成分より
特に SiC?tの含有量によって二つの型に分けた。
a. α型一石英粗面岩
本型に属ずるものは枕津!叩，並び、にハリカラモイ海岸に露出する。肉眼的に帯綾友色乃
至淡友白色の粗露の斑扶岩で，之を鏡下で窺うと，斑品として石英，耕長石，角閃石，並び、に
梼に普通輝石の小結品を合有している。石英は犬型で最大 1.2-1.0mmの結品で、あるが，岩
援熔融のため概ね図形又は湾入形を呈して，かつ破砕されているものがある。翻長石と共に
多量に存在する。斜長石は自形又は今自形で、大型の結晶が多く，最大 3.0-2.0mm前後で棄
片双品をするものが多く，呆帯構誌の設建が著しい。 (010)に:Ilix直なる断面での，アルバイト
双品片から測った最大治光角から，凡そ Ab50-Ab45の成分を有する曹次長石に相賞する。表
面饗質するものもあり，絹雲母fヒ，株泥石化が著しい。磁錨鎖，褐色の暁璃質物質の包豪物が
あるが，比較的に少い。宥色鎖物としては角閃石が最も多いが，共の量は前症の二鮪物に比
しては極めて少量で、ある。然も一般に小さく，最大 4.0-3.0mmの桂MJ¥結品で，青様色で多
色性が著しい。 x=淡黄青色，z=暗青総色，磁錨鎖縁を有する。饗質の度著しく，紘泥石イヒ，
磁織鋸化している。脅迫輝石は極めて稀に合有されて必り，牛自形で淡緑色，多色性は殆ど
なく， 0.25mm前後である。磁織鎮の斑品は少いが，石基中に粒f{たをして多量に存在する。
石基は微針欣の斜長石，粒jM;の輝石，磁餓鋸，政璃質物質の外に石英がある。叉多量の
放射繊維Hkの集合物の続泥石とからなっている。概ね隠微品質*1<¥迭を呈してい Oo
本岩を化翠分析に付したととろ第1去のような結果を得た。 Daly叫流紋岩，並び、に石英
安山岩の用成分に比較してみた。分析1lkは流紋岩に可成り近い1在を示している。 j然宮誌3しFれE一0;
(信FeミβOを合む)， CaOはそのいす歩コれよりも多くし，之に反して K払<，ρOはそのい一歩タ
とのととは，鯖物成分にも現われて珪酸のf置に比して，柏基性の斜長石の成分を示してい
る。
b. s型一石英組商岩
新制iなものは極めて繊筏な帯青線色の斑欣岩で，之を鏡下で窺うと，斑品としては石英，
*1長石，角閃石，椋に普通輝石の小品を含有しモいる。石英は大型のもので最大 1.3mm前
後で多量に含有され，岩築熔融のために，概ね闘形を呈してたり，破砕されたものが多く，
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又破砕面に沿って招色白波正宵買物質によって・浸潤されている。斜長石は石英と同じ大型で、最
大 2.3mmに達する。かつ多量に含有されている。来片双品をなすが，累帯構造は著しくな
い。 (010)面に垂直な断面?の‘アルバイト双品片で測った最大消光角から，凡そ Abo-Ab45
の曹次長石に相営ずる。表面は比較的に新鮮で援質の度は少い。磁欝鎖位，緑泥石，波璃質
物質を包裏する。有色鏡物としては，角間石が最も多いが，共の量は前の鎖物に比しては極
めて少量である。最大 0.7mm前後の桂tUt結品で，青線色，多色性が著しい。普通輝石は稀
に含有され，淡線青色，多色性は殆どない。磁俄鎮の斑fliは少量で、，石基中に粒i!;たをして多
量に含有されている。
沼基は晴友色、で，‘耕長石，輝石，線泥石，故璃質物質，石英からなって必り，臨徴品質構
造1e呈Lている。
本岩を化事分折に付したがb 第1表の如き結果を得たo之を Dalyの石英安山岩，並び
に流紋岩の平均化事成分と比較したが，フド岩は α型よ担更によく石英安山岩にQi:ぃ。 CaO
は更に α型より多く， K"Oはそのい歩、れよりも少い。又 SiOj は α型よりも可成り少い。
α型と民型を分類した黙はととにあるが，構成鎮物成分並ぴに石基の構浩は α型に酷似し
i石英柵岩|石英閥岩|石英畑岩 190種践例町蹴械のめ(庁長津) !Cノ、クカラモイ)1 (マスイチ} 1の乎均化接灰分 平均化泉成分
67.80 I 65.68 
14.28 I 16.25 
}1238 
5.75 1 1.90 
ている。
第
Si02 71.60 71.10 
Ab03 13.71 13.87 
Fe203 1be203 
FeO 
MgO 0.75 0.75 
CaO 3.70 3.85 
Na;，O 3.64 3.65 
K20 1.27 1.20 
H20+ 
H20-
Ti02 
P205 
MnO 
Total 
1 l表
72.90 
14.18 
0.95 1.41 
4.50 3.46 
3.55 3.97 
1.25 2.67 
1.50 
1.65 
0.31 
0.42 
1.13 
3.54 
3.94 
1.33 
???????
??
?
•••• 
?
?
???
?????
??
?
??
?
? ?
?
??
??
?
?
???? ?
1) R. A. DAl，y， Igneous rocks and the depths of the earth， (1933) p. 15. 
2) R. A. DAl，y， Io~. 巴it ， (193:11 p. 9. 
f結考
H20(土)• .Ti02， P20"， MnO f::t定量せず。
特 Fe203は金銭分を表わす。
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2. 石英安山岩(日鋼埠頭附近に岩駅をなすもの)
本岩は日本製鋼所前の埠頭附近に岩脈をなして露出する。肉眼的に帯緑友色の組霧の斑
紙岩で，之を鏡下に窺うと，斑品として石英，斜長石，角閃石，紫蘇輝石，普通輝石を有し
ている。石英は大なる斑品で最大 2.0mmに建する。国味を有し，かっ破砕されている。表
面は新鮮で、ある。磁鍛鎮おーを多量に包憂する。斜長石は最大 1.7，mmに建ずる。自形又は宇
自形で来片双品をするものが多く，累帯構遣の護謹は不良でLある。 (0;0)に垂直な断面でのア
ルパイト双品片から測った最大泊光角から Ab45"，Ab;5の曹友長石に相営支る。表面の新鮮
たものは少い。輝石類，磁錨鎖粒，繰泥在，綿織鉱物質を包裳ずる。角閃石は自形又は牛自
形，最大 1.3mm多色性が著しい。 x=黄緑色，z=暗緑色，直泊光に近い。磁鈷鋪縁を有ず
る。紫蘇輝石は王子均 0.3mm前後のもので直消光，多色性が著しい。 Xニ淡黄線色，z=線青
色，費質して線泥石イヒ，認鍛錬化しているものがあるo普通輝石は談緑色で多色性を続き，
最大1.1mmで新鮮友ものは少い。緑泥石化，磁鍛鏡化する。宇自形，粒扶をなすものが多
い。磁織鎖，斜長石の包豪物がある。
石基は褐友色で祈子欣，針7!Jcの斜長石，粒欣の輝石，磁関鎮，破璃質物質からなる。微
品質の梼浩を有する。
第 2 表
|戸点悶英賊安山叫岩岩の乏千f'J均有成分| の2干f'、.均成分
SiO. I 63ι6 I 65.68 72.90 
， Ab03 I 14.β60 I 16.25 14ι.1路8 
|焚Fe203
Fe203 I 1 7.87 
FeO I f 
?
?
??』
?
?
??????
??
?
?????
??
?
2.25 
5.55 
3.45 
1.00 
2.38 1.65 
1.90 0.31 
1A1 0.40 
3046 1.13 
3.97 . 3.54 
2.67 3.94 
1.50 1.33 
0.48 
0.01 
0.13 
I ，
1) R.A. DAJ.Y， Igneous rocks and the depths of the 
earth， (1933)， p.15. 
2) R.A目DAT.Y，Ioc. cit， p.9， 1933. 
H20(土)， TiO.， P20r.，MnO，は定量せずり
持 Fe203は金銭分を表わす。
本岩を化事分析に付じたが，第
2去の如き結果が得られた。 Dalyの
石英安山岩，並び、に流紋岩の平均化
墜成分と比較した。本岩は最も良く
石英安山岩に近い成分を千円〆てい
る。即ち， SiO~， AI"o.lに沿いては
柏少いが，之に反して Fe_O，(FeO 
を含む)， CaOにたいては謡かに多
い。又アルカリ特に K~O はそのい
やれよりも少い値を有している。
3. 複輝石安山岩(母鼠富士，輸
西，奥輪西，御前JK，イタン
キ仰に岩脈をなすもの)
五地域に露出する本岩を，斑I守1
の長，共の大きさ.並びに石基の梼
遣によって，同つの型に分類した。
a. f1型一複輝石安山岩
呼γ
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本岩を代表するものは， イタンギl叩海岸に露出するもので，肉眼的に帯赤色のものと，
黒衣色の精粗慈の斑耽岩で，之を鏡下で窺うと斑品として多数の科長石，輝石類が含有され
ている。特に有色鎖物の量が多しかっ大型の結I誌を示すととが本岩の特徴であるo i'.f長石
は白形又は!4~ 自形で大型の結品が多い。一般に1.0mm 前後である。表面は一般に新鮮であ
るが，帯赤色の本岩:t:ft破砕面に沿い，赤鵠色の掲錨鎖質物質により著しく染侵されている。
累帯構遣の護建は徐り良くない。来片双品が多く (010)に主?直な断面で、Dアルバイト双品片
から測った最大治光角より，凡そ Ab4o-Ab.5の曹次長石に相官する。輝石類，磁讃鎮の包裳
物が多く，特に輝石揺は自形又は宇白形を呈する大型の結晶が包裏され，又共の先端を突入
しているものがある。有色鋸物である紫蘇輝石，並びに普通輝石は，共の量と大きい結晶を
有するととが，本岩の~f日設である。紫蘇輝石は桂7'j)Çの自形又は牛白形の結I571で，淡青緑色，
直消光，多色性が著しい。最大 1.2mm前後である。帯赤色の本岩中のものは費買の度が著
しく，繰泥石化，磁鋭、鎮化，招銭鎮化ずるものが多い。又結品の周縁は黒色の磁織、館総を有す
るものが多い。普通輝石は最大 2.0mmに建ずる大型結品があり，淡総色で、多色性を扶く，
紫蘇輝石により突入されているものがある。又磁間鏡，斜長石の包豪物を千1ずる。磁銭蹟は
斑品と Lて存在する事は少い。石基中に粒JIj(をとして含有されている。
石基は暗友色で斜長石の被品，輝石類， 1諮銭蹟，続泥石，1J<乙色又は掲色の破璃，稿鍛鑓
等よりなって彼品質構遣を呈している。
本岩を化~i分析に付したととろ第 3 去のような結果E得た。之者三 Daly の紫蘇輝石安山
岩の平均成分と比較したが， AI20与は遥かに少し MgOも少いが， Fe"Os (FeOをと含む)は
柏多く， CaOも多かった。大睦に沿いて Dalyの分析に近いf直営得た。 、
b.' s重一複輝石安山岩
本岩を代表するものは，輪西鰐前圏道面に沿った石切場に露出するもので，斑品と Lても
斜長石，輝石組合が認められるが α型に比較じて特に輝石類の含有量が少い。斜長石は一般に
1.0mm前後で，累帯構遣は著しくない。挺質の度少し去面の新鮮なものが多い。 (010)に
垂直な断面に現われたフ>jレバイト双品片から測った最大治光角から， J'Lそ Ab45-Ab5 の曹
友長石に相蛍じている己双fちは午、子むこ棄片双子守1が著しくみられる。磁蹴蹟，輝石類等の包褒物
がある。有色鎮物である紫蘇輝石，普通輝石は α型に比較して共の査は少い。
C. r型一複輝石安山岩
，本岩を代表するものは，母獄官士を構成ーする岩躍で，肉眼的には淡雑色の斑航岩で，之
を鏡下で窺う と， 弘斑恥附Er'叶凶[止訂恥f日i
て共共;の形は少さくし，有色鎖物の弔最;が少い。カか〉つ又一本4>本〉ヰ'-!f是岩岩if.は石英kと合有lしJている。 との石英は最
大 0.23mmで概ね園形を呈して，夫両は新鮮である。かつ少量:合有されている。斜l長石は
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概ね棄片双品を示して，平均 0.7-0.6mmの小型の結品で，累帯構遣はその護建が不良で、あ
る。 (0[0)の面に垂直な断固でのアルバイト双品片から測った，最大消光角から凡そ Ab4:;-
Abo5 <D曹次長石に相官しているq表面が新鮮なものは少くて，援質の度が著しい。輝石類，
磁鍛錆粒者;の多数の包衰物が含有されている。有色旗物である紫蘇輝石，普通j輝石はノj、型の今
結晶で，その量も少い。即ち紫蘇輝石は最大 0.25mmでその量も少し淡緑色，多色性を有
し，直治光をする。普通商石は小型の粒献の結晶が多く，最大 0.6mm，一般に O.4mm前後
で，多色性を扶き，線泥石化したものが多くみられる。磁鍛錬は斑品としては，多くは合有
されす"石基中に粒ilえを注して存在する。
石基は暗次色で，徴針散の斜長石，輝石粒，磁鋭漬粒ぎな=の外に，.郡石類の緑泥石化じた 4
もの，破璃質物質によって構成される。潜品質の構造を呈する。
本岩を化率分析ーに付したととろ，第3去の如き値を得た。
Dalyの紫蘇輝石安山岩の王子均成分と比較して，大韓 α型と同様であるととが知られたo
d. δ型一複輝石安山岩
本岩を代表するのは奥!/ifiu'西及びイタンキ岬北側に露出するもので，肉眼的に帯線夜色の
組患の岩石で，鏡下では斑品として斜長石，輝石類が含有されている。雨者とも α型，s型
と共に大型の結品であるが，石基の
構造を異にするととが特徴である。
斜長石は楽片双品が多く認められ，
最大 1.3mm一般には O.8-0.6mm
前後で，表面の新鮮なものが多い。
(0[0) に垂直たアルバイト双品片か
ら測った最大消光角より，凡そ Ab~5
-AbJ5の曹次長石に相営する。磁錨
鎖，輝石類の包衰物がある。紫蘇輝
石は本岩中にはかなり多量に存在L
rて，最大 0.8mmに濯する桂扶結品
で，直消光，多色性が著しい。普通輝
石は淡緑色で、多色性は殆どなく，最
大 1.8mmに濯するものがるる。一
般に去面は新鮮切であるo磁蹴鎖， ~4 
長石を包裏する。磁i技館はJXE品とし
ては殆ど認められない。石基中に又?
MgO 
CaO 
Na20 
K20 
H20十
H20-
Ti01 
P205 
MnO 
Tota! 
事富 3 
9.20 
7.15 
3.01 
0.87 
表
2.55 
"，'.20 
2.95 
0.85 
3.28 
6.61 
3.41 
1.64 
0.74 
0.48 
0.20 
0.15 
100.00 
1) R.A. DALY， Igneous ro巴ksand the depths of 
the earth， (1933) p. 16. 
備考
H20(土)， ，TbO， P20S， MnOは定量せず。
持 Fe203は全鍛分を表わす。
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は他鎖物中に含有される。
石基は柄友色で、斜長石の{殺f1，輝石類，磁鍛錬:f設より構成されて，微粒頼Hkの梼迭を呈
する。石基中には政璃質物質も合有されている。 δ型に分類されたものは，との梼迭による
ものである。
4. 合石英輝石安山岩(母懸騨前，奥母経右手山，室蘭パス令請J:前に岩脹をなすもの)
三地裁に露出する本岩は鍍物成分，石基の構造によって二つの型に分類した。
a. α型一合石英輝石安山岩
本岩を代表するものは，母慰騨前，室蘭パス合枇前l乞露出するもので，肉眼的には次黒
色，叉.は駒黒色，蹴密且つ堅い岩石で，鏡下に窺うと，斑品として斜長石，輝石の外に，稀
に石英が合有されている。斜長石は最大 2.0mm前後の自形又は宇自形の結晶で，泉帯椅遣
の設建がるる。 (010)而に率直な断面のアルバイト双品片から測った最大治光角から，凡そ
Ab.j5-Ab;5の曹次長石に相官L，表面の嬰買の度は少い。輝石類，斜長石，磁餓鎮を包衰する。
普通輝石は斑A-11としτはそのf置が少し最大l.4mmに建するが，一般には O.35-0.2mm前
後で，新鮮なものは少い。授賞して線泥石化，掲鍛錬化しているものが多い。淡線色，多色
性はない。石英は斑IRiとしては極めて碕で大きさ1.0mrriに建ーする。表面は新鮮で闘味を有
する。磁鍛錬は粒JU(をして散在し斑品とじては少い。
石基は友色で破略質物質，針月たの斜長石，輝石粒，紘泥石， 1滋鈍鋸よりなる。微品質の
締法を与する。又本岩は鑓朽安山岩化作用を受けている。
b. s型一合石英輝石安山岩
フド岩を代表するものは母慾奥右手に露出するもので，肉眼的I'L鯛黒色，織密の岩石で，
鏡下K斑品として斜長石，少芳:の輝石，稀に石英が見られる。斜長石は最大 1.3mm，その景
は極めて少ない。一般に新鮮で、包裏物も少い。成分の決定は持Jl'からは好僚件のものは符ら
れでや，決定困難でるったが，多分 α型に近いものであろう。石英は最大 1.0mmに建するが，
極めて稀に存在する。普通輝石は淡続色で最大 O.2mm位のもので，稀にしかなく，多色性
はない。磁践鍍は斑I17としては稀で，石基中に散在する。
石基は暗夜黒色で{妓針ifえのjf.:J長石が，政璃買物質中に散在し，有色鋸物は認められない。
ハイアロピリテツクの構治を 1ijー する。本岩は d型に比較Lて，極めて斑品鎖物の量が少いこ
と，又石主義e梼浩を異にしている。
5. 輝石安山岩(母癒奥，ダイヤモンド岬，ォーツク海岸，ポンモf海岸に岩服を
たすもの)
各地域に露出する本岩は，鉱物成分の多少，謎質の皮によって二つの型に分類したo
a. α型一輝石安山岩
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本岩を代表するものは，母轡奥並び、にダイヤモンド岬に露出するもので，肉眼的には友
色又は帯線夜色の税*J;!.~乏の岩石で，千{色鍍物としては輝石が含有されるが，その量は少い。
斜長石は最大 1.8mmVて建する，表片双IV1がよく護建する。累帯構i趨孟の護建はミ者著雪寄Frしノくない。
(ρ0;川刈Oω)面にlfi主F民;正車Ltな主断面のアJルレパイト双品片で
石に相首する。輝石類p 磁徴鎮粒が包装されている。苦」通)輝石はその呈:少く，最大 0.6mm
前後、で談雑色，多色牲はない。新鮮なものが多く，務質じでは線泥石化[〆ている。磁鍛錬の
斑品は少し石基中に微品をして合有される。
石基は褐次色で，微針!/kの斜長石，誠璃質物買，蹴銭鎖粒，輝石類で構成され，続泥石
も認められる。微品質の構迭をと呈している。
b. s型一輝石安山岩
本岩~代表するものはォーツク海岸，ポンモイ海岸に露出するもので，肉眼的に駒黒色
の織統な岩石で，鏡下に窺えば，斑品として斜長石があり，布色錆物は訟り認められないが，
又は大部分質賃L掲草地度化して，組めて少量の輝石が含有されている。斜長石は最大1.9mm
k主主ずるものもるるが，一般には 1.0-0.8mm前後で，累帯構造の護建は良好である。来片
双品が著ししかっ表面の鑓買の度が著しい。 (0[0)に垂直な断面のアルバイト双品片から測
った，最大泊光角によって，凡そ
Ab"5-Abc5の曹友長石に相営ずる。
普通輝石は斑品として新鮮なものは
組めて量が少く小型で、，最大0.6mm.
前後である。総べて竣質して緑泥石
化，特に磁隣鎮化ずるものが大部分
である。 t磁鍛錬は二次的に饗質した
ものが多い。
石基は次色で組めて微針献の斜
長石，緑泥石，磁餓鎖粒より成る。
微品質の荷諸君と有する。ポンモイ海
ソ主のものは多量の続泥;石の被品があ
る。
本岩を化皐分析に付じて第4去
の如き結果を得た。 Dalyの普通輝
石安山岩並びに紫蘇輝石安山岩の平
均成分と比較してみた。 Si02は雨
第 4 表
|扇面「7iー甑車内面輝2)
一
〔オ{ツク海 副 1岩の平 安山岩の乎分均成 |均成分
Si02 61.45 57.50 59.48 
Ab03 14.86 17.33 17.38 
後'Fe203
Fe:a03 
9.30 
3.78 2.96 
FeO 3.62 3，67 
MgO 2.30 2.86 3.'28 
CaO 6.71 5.83 6.61 
Na20 3.25 3.53 3.41 
K20 0.80 2.36 1.64 
H20十 1.88 0.74 
H20-
TiCh 0.97 0.48 
P205 0.30 0.20 
4里担
MnO 0.22 0.15 
Total 100.00 tDo.o 
一一一一一
1) R.A. DACY， Igneous' ro巴kand the depth， ofthe 
.. earth， '(933) p. 16. 
2) R.A. DALY， Igneous ro巴ksand the depths of the 
earth， (1933) p. 16. 
備考 H20， Ti02， P20~， MnOは定量せず。
持 Fe303は金銭分を表わす。
• 
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者のい歩、れよりも多く， At03'MgOはい歩れよりも少く， Fe203 (FeOを合む)， CaOは多
い。即ち本岩は化事成分よりは， Dalyの輝石安山岩に近い減分を有しているが， SiOg， Al20a 
が少く ，Fe“0" (FeO ~三含む)， CaOは遥かに多い特徴を示している。
S. 握、朽安山岩(チヤラチナイ，窓岩海岸に岩阪をなすもの)
本岩は肉眼的に帯線荻色，組訟でやや粗惑のもので，特徴ある岩石である。鏡下では斑
f17として斜長石があり，有百鎖物は総べて緑泥石化しおり，二手く的の石英も合まれている。
斜長石は最大1.3mmに諒するが，一般に小さい。果帯構造の聾建は樹めて不良。新鮮なも
のは少し大部分は饗賞されて陶土化，方解石化，和雲母化されている。又二共的の石英の
tfflm もある。 (010) に~直な断面での，アルバイト双品片で、測った最大泊光角から， Ahuo-
Ah.j5の中性長石，又は曹次長石の平均成分のものが多い。来月‘双品は著じく包裏物は少い。
輝石は組、ぺて饗賀され，続泥石化しその量が多く，深青色で多色性は著Lい。 x=緑黄色，Z
ニ深続青色であ.:50 一般に 0.8-0.6mm程度である。黄錨鎖は斑!守1とLては多くは合有さ
れや，石基中に合まれる。
石基は針Hk，主u:引;の斜長石，様、泥石，二共的の石英，寅銭鉱:等より構成されている。鑓
朽安山岩とじての特徴を乎じている。
7. 玄武岩(御前水左手山，測量山の骨格を構成し岩脹をえらすもの)
二地域に露出する本岩は，組めてよく酷似しているが，測量山の本岩は玄武岩買であるo
a. 御前水玄武岩
本岩は肉眼的に制1~-，í:， 織wfの次色沼岩石で，斑品は桜めて稀で、ある。鏡下で、は斜長石が
稀に双品して，大型!の斑r'fb~三主 L，最大 1.3mm 前後のものがるり，表面は極めて新鮮で、あ
る。その成分の決定は斑品の少い酷より，困難で、あったが，凡そ Ah.o位のかなり基性の曹次
長石に相営ずるものであろう。 tHf通輝石は斑I'ilhとしては殆ど認められない。磁践舗も斑品は
なく，石基中の微品として多量に存在する。
石基は短時欣の斜長石が多量にあり，平均l'0，25mm前後で，その聞を 0.05-0.01mm程
度のお:献をした輝石が埋め，、かつ磁餓舗、粒も多量に見られる。完品質境問1構造を?呈する。
b. 測量~[J.kil¥岩貰安山岩
本岩は友色の和まJa粒，税特iの岩石で肉眼的に，御前水のものより斑品が多く，斑吠岩を
)i4ーする。鏡下で、は:];X:Er'f1として斜長石，稀に輝石の存庄が見られる。科長石は最大 2.0mmに
建する大型の結晶がある。且つかなり多量に存在する。泉帯構迭の稜速は不良で、るるo多く
は紫片双品をするo (OiO)両に垂直な断面にゐけるアルバイト双品片から日IJった，最大泊光
ifJによって，凡そ A.b~;5-Ab;o の基性の曹友長石に和賞する。表面ば比較的に新鮮で、あるが
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襲警質しているものもある。輝石は普通輝石で存在は稀である，最大 1.0mm.多色性を有す
る。淡総色である。磁鶴鑓は斑品とし認めてられるものはなく，石基中I'L多量に微品として
存在する。
石基は多量の短時欣の斜長石の徴品が散在し，その聞を粒1!kの輝石，職鱗鏡粒によって
占められている。斜長石は平均0.12-0.08mmで政璃買は認められない。完品質境問棒迭を
長ずる。
御前水玄武岩並び、に測量山玄武岩質安山岩を化・撃分析に付したが，第5表d如き結果を
得た。 Dalyの玄武岩，ご背通輝石安山岩の王子均成分と比較してみれたが，雨者共に玄武岩に比
して.Si02• AtO~. CaOが柏多く， MgOは粕少い値を得た。一般に雨者共に玄武岩と普通
輝石安山岩の中間の値を示しているととか判られた。
玄 武 岩
(御前7l->
Si02 53.78 
Ab03 16.95 
恭Fe203
Fe203 
FeO 
MgO 3.20 
CaO 8.50 
Na20 2.70 
K20 0.80 
&0+ 
H20-
Ti02 
P2仇
第 5 
玄武岩質安山岩
lllllJ 量~(1)
52.72 
18.10 
3.30 
9.02 
2.70 
0.85 
表
198穏玄武岩り I 331'重普通輝石安2)
白平均成分 I 1-1岩の平均成分
1.36 0.79 
0.45 0.30 
MnO I --- 一一一- 0.31 0.32 
Total ' I I 1 1000.00 Iω00 
1) R. A. DALY， Igneous ro巴ksand the depths of the eatth， (1933) p. 17. 
21 R. A. DALY， Igneous rocks and the depths of the earth， (1933) p. 16， 
備考
H20(士)， Ti02， MnO， P20"は定量せず。
勢 Fe203は金銭分を表わす。
以上木地域に露出する各種岩石の蹴要の記載をしたが，岩石の種類及びその型式と，斑
I拍鏡物成分及び、その量との闘係を示す一覧表を第6表として掲げてゐいた。
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第 6 表
戸;;??l石市-;-I-;~司五訓告一昨一一両市考
-l;;[ぶl王子三|(ご!?[;仇;:z
石英安山可τ可Fiて一戸r~I~~1一司一一
複輝石
安山岩
xxx 
V. 岩岩撃的，佑撃的の特性
>< x 
xxx 
XX 
〉く Si0252.72% 
以上の如く火山岩の個々について記載を行ったが，之を総括してみれば，各岩は岩石接
的，化接的の共通の特性があるととが知られる。即ち総べての岩石の斑品斜長石が第7表に
示すように十珪酸量に比しでかなり次長石分に富んだものであると ξ，即ち化事成分よりは
CaOκ宮み， 之に反Lて K:Oが著しく少いJt4-が特性であろう。 とのととは紳津;教授の本
邦火山の特徴として指摘されているととによく一致する 1)。又そのアルjJl} ，一石友指数を求
めたが，第2闘の如く，凡そ 65.5-66.0間にあるととが求められた。之は Peacock石茨系
列に属する。又最近八木建三町により有珠火山岩が 65.5であるととが設表されたが2〉，本地
域のも之に泣い値を示している。黙し第8表めに示すように本邦火山岩岩石直中でも，最も
高い範囲に入っている。ヂくに火山岩の Si01の合有量も本道火山岩は 71%，.51%の範聞に
1) 河野義蹴; 岩鍛 22巻 61J}t(昭 14)総 236.
2) 八十建三: 岩鍛 32巻 6"f虎¥BM24)総 16.
3) 岩崎岩次: 火山の化祭，化事集書 7(昭 23)p. 167. 
4) 石川俊夫:地質磯田谷 622-627貌 (f沼 22)p. 64. 
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あるのととが報告されているが，本地方のものはとの範閣に入るので，良〈符合する。又
Si09が 60%前後のものが最も康い分布を有するとと，反撃JI'L SiO~ 70 %前後並びに 52%
前後の岩石の分布は極めて局部的でるるととは注目に値する。
7石種類副 Si02% I ω%| 
商岩l;2l ;: | :; | :5
|; : j 61~5 I ぷ1 '1 長。 |:::Ab'5置車石安山岩
艶朽安
玄武岩
• 1 表
斜長石の成分
Ab拍句Ab，!.o
Ab拘-Ab品
Ab45-Ab35 
??
?????
?
??? ???
?
?
?
、?
， 60.67 
57.72 
ーAb折匂Ab35
Ab品-Ab3r.? '、
園
第 8 表
務 2 
20 
17"/1.-カリー
場 所 |石灰指霊童
一一一一一一 一 一一 t ー←←←ー /0 
本邦及び朝鮮(1)の火山岩 i
(603倒)より求めたも白 l 
本邦火山岩 (II)(1より大
部分のアル力 P岩を除<) 
同 (III)
同(IV)
環日本海新生代アノレカリ岩
石原
61.3 
、民
65.0 
s。
? 、、、
、、、
?????、
，、、『
?
???、
?
、
65.5 
66.2 5 
63.1 
--_ー -ー-_ー 』匂Q...
h 、、ー。
55' 60 6S 70 
S'，'Oz 
-一-
~.Fff認E の火山岩 Z却
VI. 火山岩の化事成分相互の関係と珪酸分の饗佑
本地域tz:噴出されている各種類の火山岩の化撃成分e，SiO~ の含有量との関係を示す成
分費化曲線は，第2圃の如くなったが，凡そ三えの事が知られた。
1. Na，O+K20 と SiO，との増減閥係、は同じである。
2. Al，Q拘 CaO，*Fe，Os等と Si02 とは反封の増減関係を有士る。
3. CaOと*Fe203 との増減関係はかなり一致されている。
又，噴出時代と珪酸分の費化については，既に火山活動についての SiOIの分場進又は
低減に，費化されつつあるととが1)報告されているが，本地域に沿いて火山岩は噴出時代の
相互の闘係が詳らかにされない現在，推定も困難のととでるるが，少くとも本地域の石英粗
商岩は最初の噴出物でるり，叉小橋内噴出物居を貫ぬいている複輝石安山岩を除いては，玄
武岩類は後期に噴出されたもので泣かろうか，然る時は，少くとも酸性より堕基性へと珪酸
分の費化がるったのではないだろうか。
Vll.結雷
今迄，本地域の火山岩類について越ぺたが，要約すると次の通りである。
1. 本地域は丸山性砕屑岩よりなり，その岩質と堆積欣態より，之をこ居群比大}J1jLた。
即ち主として雑色援友岩，石英粗商岩質接友岩，援茨質砂岩より友ったものを，室
蘭居群と骸稽して下部居とし主として集塊岩，襲攻質砂岩よ'り友ったものを小橋内
噴出物居として，上部居とじた。
2. 室蘭居群は更に，母慰雑色旗友岩，砂岩居，輪西石英粗商岩質擾友岩唐，ハリカラ
モイ石英粗商岩質撮友岩居の三屠に細}.lIjLた。
3. 下部居及び上部唐を夫々，本道西南部の新第三紀，中，鮮新世の訓縫統，並びに黒
松内統に封比した。
4. 火山岩の産紙と堆積居との閥係を明らかにせんとした。
5. 火山岩の種類を分かち，更に幾つかの型に分類仁て，その各々の記載を試みた。.
6. 酸性より蝿基性に至る幾つかの岩石の主要成分の分析を試み， Dalyの平均分析値と
比較したが，常に CaOが多<， K20がとみに少いととが知られた。
1 斜長石の成分は Si02の含有量に比じて，常に次長石分に富んでいた。
8. SiO~ の含有量が，本道火山岩の含有量り範囲内にあった
9. アルカリー石友指数を求めたが，凡そ， 66.5-66.0の聞にibT，本邦の岩石直中で
1) 種子同窓際: 岩鎖 33tl4車種(紹 24)p. 131. 
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も最も大きい方であった。
10. Si02が 60%前後の岩石が最も庚い分布を有じ， 70%前後並ぴに 52忽前後のも
のは極めて局部的の分布じかもっていなかった。
11. 噴出岩の化製成分と Si02 の聞係を成分襲化曲線で表わし SiO~ の増減に封ずる他
の成分の関係を吟味した。
12.噴出岩の噴出時代と Si02の増減関係を詳らかにせんとしたが，噴出時代の相互の
関係の未詳の黙が多く，結果は得られなかったa
以上本地域の火山岩について，その概要を報告したのであるが，残?された多くの部門，
特K地質を始め未着手，又は未了になった鹿がるるが，更に今後の研究に侠って改めて報告
する。
1閤筆するに営たり本研究のために色々と便宜を興えられた本製常局に感謝する。なお本
研究に要した費用の一部は，文部省科撃研究費によった。併せてととに明記して感謝する。
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第 1圃版説明〈顕微鏡篤農)
繁 1 画 石英粗商務 (α 型)
平行=コル x24 
石英 (Q);斜長石 (P)，緑色角肉石(日)•. 
• 2 闇 石英安山場(日鋼前)
直交=コル x 24 
石英 (Q)，斜長，石 (P)，普.j&輝石(怠).磁猿績{鵬，
.. 3 回 復輝石安山岩 (r型)
平行ユヨル x 60 
斜長石(P).普通輝石 (A)，磁銭簸 ¥M).
第 4 間同.上，ー (a型)
平行ユコル 'x24 
斜長石 (P)，普通輝石 (A)，紫縫輝石 (Hy).
第 5 掴 含石英軍軍石安1[1涜 (α 型)
直交・2 コル x 60 
1i英 (Q)，~議長石 (P)，醤通輝石 (A) 磁銭銭 (M\.
• 6 '圃 輝石安山岩 (13型)
if[交ユコノレ X 60 
斜長石 (P)，緑泥石化せるもの (C).
第 1園版
第 1 国 第 2 園
第 3 園 第 4 国
第 5 園 第 6 周
、〆
/ 
/ 
ノ
ノ
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第 2 圃版説明(顕微鏡潟JI4)
第 1 圃 襲警朽安山岩(チヤヲチナイ海岸l
平行ニコノレ x 60 
石英 (Q);斜長石 (P)，緑泥石 (C)，磁銭鍛 '(M).
第 2 圃 玄武岩lt安山岩 (lJlIJ量~IJ)
直交品コル x 60 
斜長石 (P)，普通輝石 (A)，磯鍍鎖 (M).
第 3 闇 玄武岩(御前水左手山)
直交=コル x 60 
斜長石 (P)，普通輝石 (A)，磁銭鍍 (M).
第 2園版
第 1 園 第 2 闇
第 3 園
